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はじめに 
 
 本研究は、起業家の資質・特性に焦点を当て、スポーツクラブの経験がそれら起業家マインド
の醸成にどのような影響を与えるかについて分析および検証・考察するものである。 
 筆者自身が起業あるいは起業家を目指していることから、それに役立つ知見を得るために本
学で学ぶとともに、本テーマでの研究を進めるきっかけになっている。 
 その中で、数多くのアントレプレナーシップに関する研究を知ることができた。それらは様々な
観点から起業家自身、あるいは起業プロセスについて研究がなされている。また、アントレプレナ
ーシップ教育に関する研究も多く見られるが、それとスポーツクラブ経験との関係性については
あまり取り扱われていないことが分かった。 
 一方で、日本における多くの起業家の中には、学生時代のスポーツクラブ経験で培ったマイン
ドが自身の起業に至ったベースとなっている、ということが様々な文献から明らかになっている。 
 筆者自身の経験を踏まえ、スポーツクラブの経験が起業家マインドを醸成させると言えるので
はないか、という点について本研究で明らかにしたい。 
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第 1 章 本研究の背景と目的 
 
 ロッテとの業務提携による「ロッテリア」の再生や、新宿南口で行列の絶えない人気ドーナツショ
ップ「クリスピー・クリーム・ドーナツ」、それに日本再上陸を果たした「バーガーキング」の立ち上
げなど、これらのビジネスに出資し、経営支援策を提案、実施している株式会社リヴァンプ。その
代表パートナーである玉塚元一氏は、ドリームゲート（株式会社プロジェクトニッポン）の起業家イ
ンタビューの中で以下のように語っている。 
「小学校の頃の私は、消極的な性格で、ケンカも弱いし、足も遅い、全くイケてない子どもだっ
たと思います」。そこから中学に入りラグビー部に入部。「大学を卒業するまでラグビーは続けま
した。相変わらず足はそれほど速くなかったですし、正直、テクニックがあるわけでもなかったと思
います。しかし、弱音をはくとか、途中でギブアップするとか、途中で投げ出すことを絶対に自分
に許しませんでした。あきらめの悪さとでもいうのでしょうか、それだけは自信がありましたね」。 
また、株式会社リンクアンドモチベーションの代表取締役社長である小笹芳央氏は、同じくドリ
ームゲートの起業家インタビューの中で、2000年 3月にリンクアンドモチベーションを設立するに
あたって、以下のような体験談を語っている。 
「組織人事コンサルティング室の仕事を続けるうちにあることに気づいたのです。世の中の会
社は成果主義を取り入れ始めていました。経営者は表層的に『うちも成果主義を取り入れたい』
と思う。しかし、学生時代ラグビーをやっていた頃、複数の個人が集まったチームには、目に見え
ない雰囲気や空気が確かにあって、その状態が良いと感じた時ほど力が発揮できていた。会社
に入ってチームで仕事をする際も、その雰囲気や空気のつくり方をいつも気にしていたのです。」 
そして、「結局、会社の経営者やリーダーは誰しも、個人（社員）のやる気＝モチベーションを高
めながら業績を高めたい」と思っているのだ、いうことに気づき、当時勤務していたリクルートを退
職して起業したのである。 
これらを踏まえると、スポーツを経験したことのある起業家にとって、その経験が起業に至るま
での個人の資質や考え方、行動特性といったもののベースになっているということが言えるので
はないか。 
このような観点から、本課題研究論文は、スポーツクラブの経験が起業家マインド（起業家精
神）に何らかの影響を与えている、という仮説を立て、実際にスポーツクラブに在籍している関西
学院大学の体育会メンバーに対してのアンケート調査を用いて分析、検証を行うことを目的とす
る。 
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第 2 章 先行研究レビュー 
 
 先行研究では、起業家の性格、資質や行動特性についてどのような要因が分析されているだ
ろうか。また、その起業家の性格、資質や行動特性はどのように育成されると考えられているの
だろうか。 
 第1節では、まず起業家の性格、資質や行動特性についての特徴について、そして第 2節では、
その起業家精神の育成に関する先行研究についてそれぞれレビューする。 
 
第 1 節 起業家に関する先行研究 
 
1．佐藤（2003）「新市場の創造における企業家精神の性格」 
 佐藤（2003）は、革新に成功した企業家 2 人の詳細なケース・スタディを通じて、市場機会の発
見と開拓にかかわる企業家精神の要素を抽出している。具体的には、セコムを創業した飯田亮
とドトールコーヒーを創業した鳥羽博道を取り上げ、この 2人に共通した企業家的要素を抽出し、
それら企業家的要素の相互の関連性について述べられている。 
 そのケース・スタディから、企業家精神の特徴を示す要素として、以下の 5つの要素が抽出され
ている。 
 ①セレンディピティ （革新的な市場機会をキャッチする能力） 
 ②逆境に打ち勝つマインドセット （粘り強さ；ポジティブ思考） 
 ③高次の目標の設定 （事業の夢・社会的使命感＝大義名分の追求） 
 ④不断の創意工夫・試行錯誤 （目標達成のための不断の努力と学習） 
 ⑤コンピテンシー （必要とされる課業を遂行する能力） 
 また、これら 5つの関係について以下のような図で説明されている（図 1参照）。 
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 この図でも最も重要な要素として、「②逆境に打ち勝つマインドセット」と「③高次の目標の設定
（事業の夢・社会的使命感＝大義名分の追求）」を挙げている。②と③の要素は相互に強化し合
う関係にあるという。逆境に打ち勝つマインドセットあるいはポジティブなパーソナリティを持って
いるので、苦難に直面しても夢の追求を諦めずに済み、また逆に実現したい夢があるから苦難
に耐えることが可能となるのである。 
 革新的な市場機会との（偶然の）出会い（＝①セレンディピティ）は、夢（目標）の実現に向けて
粘り強く、かつ強烈に思い続けることから可能となり、そのために「④不断の創意工夫・試行錯誤」
の結果、夢は実現する可能性が高まる。またそのプロセスを通じた学習によって、当人の夢を実
現するのに必要とされる「⑤コンピテンシー」が確実に向上するのである。 
 
2．佐藤（2006）「企業家精神の心理学的分析」 
 佐藤（2006）では、佐藤（2003a、2003b）で取り上げられた成功した企業家に共通して見られる
行動特性や生活信条、あるいは価値観に注目しながら、佐藤（2003a）で明らかになった、成功し
た企業家の特徴としての 5 つの要素を心理学的フレームワーク、とりわけ好奇心、ポジティブ・エ
モーション（特に希望）、そして自己効力感のフレームワークに基づいて統合的に再検討してい
る。 
 まず好奇心について、テイクアンドギヴ・ニーズを創業した野尻佳孝、はなまるを創業した前田
英仁、パーク 21 を創業した西川清を取り上げて説明している。 
好奇心には，視覚的、聴覚的、そして触覚的刺激によって喚起された動物や人間の刺激の知覚
図 1： 
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とする「知覚的好奇心（perceptual curiosity）」と、概念上の問題や知識ギャップによって喚起さ
れた知ることへの動因である「認識的好奇心（epistemic curiosity）」の 2種類があるとしている。
そして、好奇心によって引き起こされた「探査的行動（explorative behavior）」には、動物や人
間に、その源泉や内容にかかわりなく刺激を求めるように仕向ける退屈の感情あるいは刺激変
化への欲求によって動機付けられる「ダイバーシブ探査（diversive exploration）」と、新しい情
報を獲得するために新規な刺激を詳細に調べる「スペシフィック探査（specific exploration）」の
2種類があるとしている。 
 好奇心を以上のように分類すると、テイクアンドギヴ・ニーズの野尻の場合には認知的好奇心
が強く、また探査活動もスペシフィックな面、つまりスペシフィック好奇心にまで進展する性癖が強
いことが分かり、一方で尐年時代の前田の場合には、知覚的好奇心が強く、探査行動としてダイ
バーシブな面、つまりダイバーシブ好奇心が強いことが分かるとしている。 
 また、好奇心の充足は、さらに好奇心を高めるという上昇スパイラルを描く傾向があるとし、そ
の理由は、好奇心が内発的動機（intrinsic motivation）であり、その充足は内発的報酬である
としている。 
 次に成功する起業家精神の 2 つ目の構成要素であるポジティブ・エモーションについて、特に
起業家にとって重要な希望（夢）を取り上げ、夢の追求は、典型的な内発的動機付けで、希望
（夢）は最も強力なポジティブ・エモーションの 1つであるとしている。 
｢希望（hope）は、エイジェンシー（目標に向けられたエネルギー）とパスウエイ（目標を達成す
るための計画化）の 2 つの点で成功するという相互に得られた感覚に基づいたポジティブな動機
付け状態である｡」とし、Snyder（2002）で説明されている希望を高く持つ人の特徴を説明してい
る。そして、具体的にはケース・スタディより、はなまるを創業した前田英仁は、「夢カード」という
希望水準を向上させるカウンセリングと「魂に訴えかける」書物との出会いによって人間的に成
長したと考えられる、としている。 
最後に、成功した企業家に共通した特徴の 3 つ目として、自己の課業遂行能力に対する自己
認識である自己効力感の高さについて説明している。人間のやる気は、自分の行動がある結果
をもたらすという「結果期待（outcome expectation）」だけでなく、その行動を上手く行うことがで
きるという「効力期待（efficacy expectation）」を持つことから醸成されるとしている。また、自己
効力感の高い人ほど、ある活動に挑戦し、その目標達成に努力し、粘り強く目標達成に挑み、そ
の達成に向けて創意工夫するとされ、テイクアンドギヴ・ニーズを創業した野尻の自己効力感の
高さを紹介している。 
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 第 2 節 起業家精神育成に関する先行研究 
 
1．石田（2005）「起業家の成功要因の分析」 
 石田（2005）は、起業家と専門的経営者の面接調査およびベンチャー経営者のアンケート調査
に基づいて、起業家の成功要因は何か、それはどのような構造をなしているかを探っている。ま
た、起業家の成功要因に関するアンケート調査を実施・分析した上で、起業家の成功要因を起
業プロセスの段階別に分析し、起業家精神の生育段階別にも考察して、起業家の教育可能性を
検討している。 
 具体的には、起業家へのアンケート調査１）の中で、先行研究のサーベイに基づいて、重要と思
われるもの 15項目を選び、それがどの程度重要かを 5段階評価で評価させている。その結果、
15項目中 10項目が起業家の成功要因として重要視されていることがわかった。その 10項目を
点数の高い順に示すと、①決断力、②チャレンジ精神、③目標達成への執念、④高い志、⑤忍
耐力、⑥人の縁、⑦機会発見能力、⑧指導力、⑨好奇心、⑩リスク評価能力となる。この中で、
決断力と指導力は起業家にとっても重要な要件であろうが、むしろ一般に経営者にとって不可欠
な要件だと考えられる、としている。 
 また、起業家が自ら認める成功要件は、概して素質的なものが優勢だと思うか、それとも教育
で開発可能なものが優勢だと思うかをたずねた結果、「素質的な要素が重要」という回答が 60％、
「教育で開発可能な要素が重要」という回答が 32％であった。ただし、素質的な要因と開発可能
な要因は二極に分離しているのではなく、段階的スペクトラムを成している、としている。つまり、
起業家の成功要件を起業家精神の生育段階からみて、①DNA・体質・気質・エネルギーなど生
得的な要因（中核）、②家庭環境などからくる幼尐体験（三層）、③学校在学期から 20 代までの
体験（二層）、④起業とベンチャー経営に求められる知識・スキル（表層）まで段階的スペクトラム
を成しており、表層に近いほど教育開発可能性は高く、中核に近いほどDNAまたは本人の資質
的な要因が優勢で、その教育開発可能性は低くなると考えられる、としている。 
 
2．鵜飼（2007）「アントレプレナー育成の基盤」 
 鵜飼（2007）では、鵜飼自身が大学でベンチャービジネス論を担当する上で、アントレプレナー
シップ教育（起業家活動教育）こそがベンチャービジネス論の鍵になるとしている。そして、鵜飼
がアントレプレナーシップ教育プログラムをデザインする上で、星野敏の「アントレプレナーモデル」
（図 2 参照）を念頭に、アントレプレナー能力とは何かを考えるようにしている、として紹介してい
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る。 
 
 
 
 このアントレプレナーモデルは、星野が KSP（神奈川サイエンスパーク）で創業支援を行った経
験をもとに、複数の成功したアントレプレナーと残念ながら失敗に終わったアントレプレナーの成
長に至る経緯を比較して導き出したものである。 
 そして鵜飼は、これからのアントレプレナーシップ教育をデザインするにあたって、このモデルは
示唆に富むとしている。まず、人格形成期、醸成期の設定と、その時期に獲得すべき事業性人
格、事業感覚等、見過ごされてきた能力の領域を、改めて気づかせてくれる。次いで、それ以後
の時期や獲得能力は、これらの前提があって初めて活かされるものである、としている。 
 なお、鵜飼は、事業性人格を「困難に打ち勝った後に訪れる達成感・充実感を体験し、中途半
端な段階で諦めないことの意味を理解していること」「何事も一人では成就せず、周りからの支援
（状況からの支援）や協力があって成就することが分かっていること」等の変革を推進する心構え
や姿勢と考えている。また、事業感覚を「感得力と発想力」と捉えている。 
 
 
 
 
 
図 2： 
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第 3 章 問題意識と仮説の立案 
 
 先行研究から、起業家の性格、資質や行動特性について、また、その起業家の性格、資質や
行動特性がどのように育成されるかについて学ぶことができた。 
 本章では、まず第 1節で先行研究をレビューする中で出てきた問題意識を挙げる。次に第 2節
では、その問題意識に関わる先行研究についてさらにレビューを行い、第 3節では第 2章でレビ
ューした先行研究を含めて整理と組合せを行う。そして第 4節では、その先行研究の組合せを相
関モデルとして図式化し、最後に第 5節ではそこから導き出した仮説の立案について述べる。 
 
 第 1 節 問題意識 
 
 鵜飼（2007）は、アントレプレナーモデルを用いて、アントレプレナーの人格形成期及び醸成期
に、事業性人格や事業感覚が養われると説明している。 
 一方で、ドリームゲートのインタビューに答えている起業家たちは、起業そのもの、あるいは起
業家自身の人格形成において、スポーツクラブでの経験が影響を及ぼしているということについ
て語っている。 
 とするならば、起業家がインタビューで語っているように、スポーツクラブの経験は、アントレプレ
ナーの事業性人格、あるいは事業感覚の醸成に影響を与えていると言えるのではないか。 
 
 第 2 節 スポーツに関する先行研究のレビュー 
 
 では、そのスポーツクラブの経験では、どのような資質や特性が養われるのであろうか。さらに
先行研究のレビューを進めてみる。 
 
徳永・橋本・高柳（1994）「スポーツクラブ経験が日常生活の心理的対処能力に及ぼす影響」 
 徳永・橋本・高柳（1994）では、運動やスポーツが心理面に与える影響について研究している。 
 スポーツ選手が競技場面で、自己の能力を十分に発揮するのに必要な能力として、忍耐力、
闘争心、集中力、自信、予測力、協調性など 12 の内容を明らかにし、心理的競技能力と呼んで
いる。しかも、これらの能力は経験年数の長い選手、競技レベルが高い選手、実力発揮度の高
い選手、競技成績が上位の選手ほど優れていることが報告されており、つまり、スポーツクラブ
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に所属し、諸活動を体験する過程で、これらの心理的競技能力が養われていることを推測するこ
とができる、としている。そして、スポーツで養われた心理的競技能力が、生活場面でも生かされ
ているか、という点に着目し、大学生の過去・現在のスポーツクラブ経験者と非経験者には、日
常生活の種々の課題やストレスへの心理的対処能力に、どのような違いがあるかを明らかにし、
スポーツクラブ経験が日常生活における心理的対処能力に及ぼす影響について考察している。 
 具体的な調査内容としては、アンケート調査を実施する上で、12 尺度（忍耐力、積極性、自己
実現意欲、競争意欲、リラックス能力、集中力、自己コントロール能力、自信、決断力、判断力、
予測力、協調性）と 5 因子（生活意欲、精神の安定・集中、自信、予測・判断力、協調性）に大別
し、計 52個の質問項目を設定している。 
 
 第 3 節 先行研究の整理と組合せ 
 
 ここまで、起業家に関する先行研究、起業家育成に関する先行研究、スポーツに関する先行研
究の 3つについてレビューを行った。 
 起業家に関する先行研究については、起業家の資質や特性など、起業家に必要な要素が抽
出された。また起業家育成に関する先行研究では、鵜飼（2007）で紹介されたアントレプレナーモ
デルのように、起業家マインドの醸成について体系化された。一方、スポーツに関する先行研究
では、スポーツクラブの経験で養われる心理的競技能力について抽出された。 
 しかし、これら3分野の先行研究をレビューすることはできたものの、その他に「起業家」と「スポ
ーツ」を結びつけた先行研究を見出すことができなかった。 
 よって、本節では、これまでレビューした先行研究の中から、佐藤（2003）と石田（2005）、徳永・
橋本・高柳（1994）をピックアップし、組み合わせることでそれぞれの相関関係について検証を行
ってみる。 
 
佐藤（2003）と石田（2005）の組合せ 
 まず初めに、佐藤（2003）で抽出された企業家精神の 5要素と、石田（2005）で抽出された起業
家の成功要因 10項目を組み合わせて、相関関係を探る。 
 佐藤（2003）は、企業家精神の 5 要素の中で最も重要な要素として、「逆境に打ち勝つマインド
セット」と「高次の目標の追求」を挙げている。これらの要素は相互に強化し合う関係にあり、革新
的な市場機会との（偶然の）出会い（＝セレンディピティ）は、夢（目標）の実現に向けて粘り強く、
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かつ強烈に思い続けることから可能となる、としている。 
 それでは、ここで最も重要な要素として挙げられた「逆境に打ち勝つマインドセット」と「高次の目
標の追求」は、それぞれ石田（2005）で挙げられている起業家の成功要因 10 項目のどの項目と
関係が深いだろうか。それは以下に示すような図になっていると考えられる（図 3参照）。 
 
図 3： 佐藤（2003）と石田（2005）の組合せ 
 
 
 「逆境に打ち勝つマインドセット」は、石田による起業家の成功要因 10 項目の中では、③目標
達成への執念と⑤忍耐力との関係が深いと考えられる。また、「高次の目標の追求」については、
②チャレンジ精神と④高い志との関係が深いと考えられる。 
そして、石田（2005）によれば、起業家の成功要因の各項目は相互に影響しあい、強化し合う関
係にあるとしている。ということは、②チャレンジ精神、③目標達成への執念、④高い志、⑤忍耐
力のそれぞれが⑦機会発見能力に影響を及ぼすと考えられる。そして、この⑦機会発見能力は
まさしく、佐藤（2003）による「セレンディピティ」と同じ意味であり、革新的な（偶然の）出会い、す
なわち「セレンディピティ」は、「逆境に打ち勝つマインドセット」と「高次の目標の追求」の要素が
相互に強化し合う関係のもとで可能となる、という佐藤（2003）の指摘とつながる。 
 
石田（2005）と徳永・橋本・高柳（1994）の組合せ 
 では次に、石田（2005）と徳永・橋本・高柳（1994）との組合せを行うとどうなるだろうか。前項で
述べた、佐藤（2003）と相関関係のある項目（②チャレンジ精神、③目標達成への執念、④高い
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志、⑤忍耐力、⑦機会発見能力）を中心に関係性を導き出すと、以下に示すような図になると考
えられる（図 4参照）。 
 
図 4： 石田（2005）と徳永・橋本・高柳（1994）の組合せ 
 
 
 前述の組合せで導き出されたとおり、⑦機会発見能力は、②チャレンジ精神、③目標達成への
執念、④高い志、⑤忍耐力の 4 項目から影響を受ける。そしてその 4 項目は、徳永・橋本・高柳
（1994）で抽出されている心理的競技能力の中で、②自信、③積極性、④競争意欲、⑤自己実
現意欲、⑥忍耐力と関係が深いと考えられる。例えば「チャレンジ精神」は、チャレンジ精神があ
るから何事にも積極的に取り組むし、自信があるからチャレンジ精神が芽生える。「目標達成へ
の執念」は、絶対に負けたくないという競争意欲から成り立つものであるし、「高い志」は、夢を実
現したいという自己実現意欲につながる、と考えられる。 
したがって、これら 5 項目（②自信、③積極性、④競争意欲、⑤自己実現意欲、⑥忍耐力）は、
心理的競技能力の中でも、特に起業家に必要とされる能力であると言える。 
 
佐藤（2003）と徳永・橋本・高柳（1994）の組合せ 
 最後に、佐藤（2003）と徳永・橋本・高柳（1994）の関係については以下に示すような図になる
（図 5参照）。 
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図 5： 佐藤（2003）と徳永・橋本・高柳（1994）の組合せ 
 
 
 既に前項までに整理したように、心理的競技能力のうち、特に起業家に必要とされる能力とし
て、②自信、③積極性、④競争意欲、⑤自己実現意欲、⑥忍耐力が挙げられた。これらはいず
れも、佐藤（2003）の「逆境に打ち勝つマインドセット」と「高次の目標の追求」のどちらかに関係
があると考えられる。 
 
 第 4 節 起業家マインド醸成の相関モデル 
 
 前節で実施した先行研究の組合せによって、起業家に必要な要素とスポーツクラブ経験で養
われる心理的競技能力との関係性について整理することができた。その内容を、3 つの先行研
究から導き出された相関関係として解りやすく説明するために、「起業家マインド醸成の相関モデ
ル」としてり図式化すると以下のような図になる（図 6参照）。 
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図 6： 起業家マインド醸成の相関モデル 
 
 
 「逆境に打ち勝つマインドセット」（＝忍耐力・目標達成の執念）と「高次の目標の追求」（＝チャ
レンジ精神・高い志）は互いに強化し合う関係あり、その結果「セレンディピティ」（＝機会発見能
力）を獲得する、という先行研究のポイントを纏めている。また、心理的競技能力のうち、特に起
業家に必要とされる能力と言える 5項目（自信、積極性、競争意欲、自己実現意欲、忍耐力）が、
それら起業家に関する必要な要素のうち、どの部分に影響を及ぼすかについても表している。 
 
 第 5 節 仮説の立案 
 
 先行研究の組合せから、起業家に関する必要な要素の関係性が明らかになった。そして、それ
は前節のとおり起業家マインド醸成の相関モデルとして表すことができたが、その相関モデルを
踏まえて、本節では以下のとおり 2つの仮説を導きだした。 
 
＜仮説①＞ 
 「心理的競技能力のうち、特に起業家に必要とされる能力と言える 5項目（自信、積極性、競争
意欲、自己実現意欲、忍耐力）は、そのマインドが醸成される上で、スポーツクラブの経験がより
高い影響を与える。」 
 
 徳永・橋本・高柳（1994）が示すとおり、12個の心理的競技能力はスポーツクラブの経験によっ
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て養われる、ということは分かっている。その上で、起業家がインタビューで語っているように、ス
ポーツクラブの経験がアントレプレナーの事業性人格、あるいは事業感覚の醸成に影響を与え
ているとするならば、12個の心理的競技能力の中でも特に起業家に必要とされる能力と言える5
項目（自信、積極性、競争意欲、自己実現意欲、忍耐力）については、その他の心理的競技能力
（決断力、協調性、判断力、予測力、自己コントロール能力、リラックス能力、集中力）と比べて肯
定的な回答の率として高い値が出るのではないか。すなわち、特に起業家に必要とされる能力と
言える 5項目については、スポーツクラブの経験がそのマインド醸成により高い影響を与える、と
言えるのではないか。 
 
＜仮説②＞ 
 「先行研究から導き出した起業家マインド醸成の相関モデルは、スポーツクラブの経験が起業
家マインド醸成の要因になりうるということを表すものとして有用なものと言える。」 
 
 先行研究の組合せによって導き出された起業家マインド醸成の相関モデルは、起業家に関す
る必要な要素の関係性について整理するとともに、その要素に関係する心理的競技能力につい
て挙げられている。これらの心理的競技能力は、特に起業家に必要とされる能力と言える 5項目
であり、それらが仮説①の検証で他の心理的競技能力より比較的高い値であることが実証され
れば、スポーツクラブの経験が起業家マインドの醸成により高い影響を与えると言えるわけで、こ
の相関モデルが起業家マインド醸成の要因としてスポーツクラブの経験が当てはまるということ
を表すことができる。 
 
 以上 2 つの仮説を検証するために、今回は関西学院大学の体育会に所属する学生に対して、
アンケート調査を行うこととした。 
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第 4 章 調査方法 
 
 第 1 節 調査概要 
 
【調査対象】 関西学院大学体育会（全 42部）に所属する大学生 
【調査期間】 2009年 12月 25日～2010年 1月 5日 
【調査方法】 Google ドキュメント（Spreadsheet）にて、Web上で閲覧・回答が可能な 
  アンケートを作成し、体育会ラグビー部主務より体育会本部に依頼の上、 
全クラブの部員へメールで配信した。 
  そして、体育会所属者（1,887名）のうち 100名から回答を得た。 
 
 第 2 節 質問票の内容 （質問票は巻末に添付） 
 
 質問票を作成するにあたっては、徳永・橋本・高柳（1994）で示された心理的競技能力に基づき、
その尺度（計12項目）について問う質問項目を、以下の文献ならびにWebサイトから引用して作
成した。各尺度につき 2 問から 4 問の質問項目を設定するとした上で、不足部分の質問項目に
ついては独自に設定した。 
 ■徳永・橋本・高柳（1994）：日常生活の心理的対処能力についての調査 （計 19問） 
 ・身体的な苦痛や疲労には十分耐えることができる。 
 ・自分の可能性へ挑戦する気持ちで生活している。 
 ・大事なことになればなるほど闘志がわく。 
 ・失敗を恐れず決断できる。 
 ・気持ちの切り替えが遅いほうである。 
 ・大事なことになると周囲が気になり集中できない。 
 ・予測がうまく当たる。 
 ・粘り強い。 
 ・どんな場合でも自分の能力を発揮する自信がある。 
 ・大事な時に思い切った行動ができる。 
 ・苦しい場面でも冷静な判断ができる。 
 ・競争的なことでは内容よりも勝つことを第一にしている。 
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 ・計画を素早く切り替えることができる。 
 ・心配事があると冷静さを失う。 
 ・緊張すると顔がこわばったり手足が震えたりする。 
 ・大事なことになると結果が気になって集中できない。 
 ・日常生活での自分の作戦はうまく的中する。  
 ・苦しい生活が続いても我慢できる。  
 ・大事なところで的確な判断できる。  
 ■吉岡（2003）：起業家適性チェックリスト （計 6問） 
 ・たいていのことは自分の力で処理できると思う。 
 ・変化に対して迅速にしかも自信をもって対応できる。 
 ・成功の可能性があるならば恐れやためらいは感じない。 
 ・人に反対されても自分の目指したことの実現に向かう自信がある。 
 ・1から 10まで体制を整えてもらうほうがよい仕事ができると思う。 
 ・人と会うより独りでいるほうが好きだ。 
 ■㈱戦略財務/実島誠税務法務総合事務所：起業家度チェック （計 8問） 
 ・どちらかというと楽天的な性格である。 
 ・人前でも緊張せずに自分を表現できる。 
 ・心の支えになってくれる友人知人がいる。 
 ・人より進んでものごとを実行するタイプである。 
 ・人と交流するのが好きである。 
 ・一度やろうと決めたことは簡単にはあきらめない。 
 ・人に頼ったり頭を下げたりしたくない。 
 ・自分は運が強いと思う。 
 ■独自で設定した質問項目 （計 3問） 
 ・失敗したり思い通りにいかなかったりしたら落ち込むほうだ。 
 ・目標達成のためには努力を惜しまないほうだ。 
 ・負けず嫌いだ。 
 以上の全 36 問について、「とてもそう思う」「ややそう思う」「どちらともいえない」「あまり思わな
い」「全く思わない」の 5段階でたずねた。 
 なお、それぞれの質問項目を心理的競技能力（12 尺度）に分類した内容は以下の図のとおり
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である（図 7参照）。 
 
図 7： 質問項目の分類 
 
 
 これらの質問項目以外に、属性（性別・学年・所属クラブ・所属クラブでの役職など）と高校生時
代のスポーツ経験、ならびに将来の仕事についての質問項目を設定した。 
 
 第 3 節 分析手順 
 
 はじめに、2つの仮説の検証をするために、心理的競技能力の 12尺度についての質問項目
（全 36問）について、回答の傾向を分析する。本来ならば体育会学生と一般学生の比較を実施
し、スポーツクラブ経験のある体育会学生がどの尺度について高い値を示すか、を分析する必
要がある。しかし、今回は一般学生へのアンケート調査を実施できていない。ただ、スポーツクラ
ブ経験によって養われる心理的競技能力の中でも、肯定的な回答の率が高い値の能力は、スポ
ーツクラブの経験による影響の度合いが高いと言える、と考える。そこで、各質問項目について
閾値を 60%と定め、肯定的な回答の率がそれを上回るかどうかで分析を行い、特に起業家に必
要とされる能力と言える 5項目（自信、積極性、競争意欲、自己実現意欲、忍耐力）が、その他の
心理的競技能力（決断力、協調性、判断力、予測力、自己コントロール能力、リラックス能力、集
中力）よりも高い値が出ているかどうか、という尺度で検証を行うこととする。なお、回答者全体の
中でも特にスポーツクラブ経験の影響が出やすいと思われる、プレイヤーとしてクラブに所属して
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いる学生２）をピックアップし、分析を行う。 
 次に、そのプレイヤー群の中から、団体競技と個人競技に分類して、それぞれどの尺度で上回
っているかを比較分析する。 
 そして最後に、団体競技の中からラグビー部とアメリカンフットボール部に分類して、同じくどの
尺度で上回っているかを比較分析する。 
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第 5 章 調査結果 
 
第 1 節 調査対象学生の特徴 
 
 まず、今回の調査対象の学生の特徴を把握するため、クロス分析を行った。 
 100名の学生のうち、男性は 80名、女性は 20名であった。次に所属クラブの内訳は以下のと
おりだった（図 8参照）。ラグビー部、アメリカンフットボール（AF）部、陸上競技部の学生から多く
の回答が得られている。 
 
図 8： 所属クラブと性別のクロス表 
 
 
 次に、この所属クラブを団体競技と個人競技に分類した場合、それぞれのプレイヤーと非プレ
イヤー（＝スタッフ部門）の割合については以下のとおりとなった（図 9参照）。 
 
図 9： 団体競技 or個人競技とプレイヤーorスタッフのクロス表 
 
男 女
ラグビー部 25 5 30
AF部 31 1 32
ラクロス部 1 4 5
陸上競技部 20 6 26
ハンドボール部 0 1 1
フェンシング部 1 1 2
卓球部 1 0 1
柔道部 1 2 3
80 20 100
所属クラブ
合計
所属クラブ と 性別 のクロス表
度数
 
性別
合計
団体競技 個人競技
プレイヤー 58 28 86
スタッフ部門 10 4 14
68 32 100合計
プレイヤーorスタッフ と 団体競技or個人競技 のクロス表
度数
 
団体競技or個人競技
合計
プレイヤーorスタッフ
22 
 
また、プレイヤーとスタッフ部門それぞれの男女比率は以下のとおりとなった（図 10参照）。プ
レイヤーの男女比率は男性 77名、女性 9名であるが、その女性 9名のうち団体競技に所属して
いるのは 2名（ラクロス部：1名、ハンドボール部 1名）のみであった。これは、回答を多く得たクラ
ブの中で団体競技はラグビー部とアメリカンフットボール部が多く、これらのスポーツが男性のみ
のスポーツであることが影響していると思われる。 
ちなみに、スタッフ部門の男女比率は男性 3名、女性 11名で、その男性 3名はいずれも団体
競技であるアメリカンフットボール部に所属していた。 
 
図 10： プレイヤーorスタッフと性別のクロス表 
 
 
 
第 2 節 分析と仮説の検証 
 
1．プレイヤー全体の傾向の分析と仮説の検証 
 心理的競技能力の 12尺度についての質問項目（全 36問）について、回答の傾向を分析する
上で、回答者全体の中から特にスポーツクラブ経験の影響が出やすいと思われるプレイヤー群
をピックアップする。そして、各質問項目について閾値を 60%と定め、肯定的な回答の率がそれ
を上回るかどうかを分析する。 
 まず、プレイヤー群の学生は 86名であった。その中から肯定的な回答の率が閾値の 60%を超
えた質問項目は以下のとおりであった。 
 ■忍耐力に関する質問（図 11参照） 
・身体的な苦痛や疲労には十分耐えることができる。 （Yes回答：67.4%） 
・粘り強い。     （Yes回答：61.6%） 
 ・一度やろうと決めたことは簡単にはあきらめない。 （Yes回答：72.1%） 
 
男 女
プレイヤー 77 9 86
スタッフ部門 3 11 14
80 20 100
プレイヤーorスタッフ と 性別 のクロス表
度数
 
性別
合計
プレイヤーorスタッフ
合計
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図 11： 忍耐力に関する質問の回答率 
 
 
 
 
■積極性に関する質問（図 12参照） 
 ・失敗したり思い通りにいかなかったりしたら落ち込む。 （No回答：69.4%） 
 ※逆説的な質問のため、No と回答したものを集計した。 
 
図 12： 積極性に関する質問の回答率 
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■自己実現意欲に関する質問（図 13参照） 
 ・自分の可能性へ挑戦する気持ちで生活している。 （Yes回答：80.2%） 
 ・目標達成のためには努力を惜しまないほうだ。  （Yes回答：71.8%） 
 
図 13： 自己実現意欲に関する質問の回答率 
 
 
■競争意欲に関する質問（図 14参照） 
 ・大事なことになればなるほど闘志がわく。  （Yes回答：88.4%） 
 ・負けず嫌いだ。     （Yes回答：83.5%） 
 
図 14： 競争意欲に関する質問の回答率 
 
 
■協調性に関する質問（図 15参照） 
 ・心の支えになってくれる友人知人がいる。  （Yes回答：82.6%） 
 ・人と交流するのが好きである。   （Yes回答：66.3%） 
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図 15： 協調性に関する質問の回答率 
 
 
 以上の分析から、忍耐力、積極性、自己実現意欲、競争意欲、協調性の計 5項目において、閾
値の 60%を超える高い値が出ていることが分かった。このうち、忍耐力、積極性、自己実現意欲、
競争意欲の 4項目については、先行研究の組合せならびに仮説の立案で導き出した、特に起業
家に必要とされる能力と言える 5項目に含まれる。 
 すなわち、 「心理的競技能力のうち、特に起業家に必要とされる能力と言える 5項目（自信、
積極性、競争意欲、自己実現意欲、忍耐力）は、そのマインドが醸成される上で、スポーツクラブ
の経験がより高い影響を与える。」という仮説①を検証すると、前述のとおり、起業家に必要とさ
れると言える能力 5項目（自信、積極性、競争意欲、自己実現意欲、忍耐力）のうち、「自信」以
外の 4項目については、これらの能力が醸成される上で、スポーツクラブの経験による影響がよ
り高いと言える、ということが分かった。これを図に示すと以下のとおりである（図 16参照）。 
図 16： 起業家マインド醸成の相関モデル（検証後） 
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 このように、仮説①の検証によって、心理的競技能力の中で、特に起業家に必要な能力と言え
る 5 項目のうちの 4 項目（積極性、競争意欲、自己実現意欲、忍耐力）に関しては、他の心理的
競技能力より高い値であることが実証された。すなわち、これらのマインドを醸成する上で、スポ
ーツクラブの経験がより高い影響を与えている、ということが分かった。 
 ということは、つまり「先行研究から導き出した起業家マインド醸成の相関モデルは、スポーツク
ラブの経験が起業家マインド醸成の要因になりうるということを表すものとして有用なものと言え
る。」という仮説②についても検証することができたということになる。 
 
2．団体競技と個人競技の比較分析 
 ここからは、本研究で立案された仮説との関連性は低いと考えられるが、体育会大学生へのア
ンケート結果をさらに細かく分析する。 
 まず、プレイヤー群の学生（計 86名）を団体競技と個人競技に分類して分析する。既に図 9で
示されているとおり、プレイヤー群の中で団体競技は 55名、個人競技は 31名だった。 
 心理的競技能力の 12尺度に関する質問項目（全 36問）について、団体競技と個人競技のそ
れぞれの回答内容を比較として、どちらのほうが肯定的な回答の率で上回っているかを分析した
ところ、以下の図のとおりになった（図 17参照） 
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図 17： 団体競技と個人競技の回答比較一覧 
 
 
 上記の図で示すとおり、網掛け（灰色）の部分は団体競技が個人競技を上回った質問項目、逆
に白色の部分は個人競技が団体競技を上回った質問項目である。また、それぞれの質問項目
について、肯定的な回答を比較した際の傾向を示すとともに、有意差検定のためカイ 2乗検定
（5%の有意水準）を行い、その結果有意差が認められたものに○印をつけている。 
 この結果から、団体競技は忍耐力、積極性、自己実現意欲、競争意欲、自信、予測力の項目
に関して個人競技より高い値が出ている。このうち忍耐力の 2項目、積極性の 1項目、競争意欲
の 1項目、自信の 2項目については有意差検定で有意差が認められており、それぞれの能力に
ついて個人競技よりも団体競技のほうがより大きな影響を与えている、ということが言える。 
また、個人競技はリラックス能力、集中力、判断力、協調性の項目に関して団体競技よりも高い
値が出ている。そしてこのうち自己コントロール能力の 1項目について有意差検定で有意差が認
められており、この能力については団体競技よりも個人競技のほうがより大きな影響を与えてい
る、ということが言える。 
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3．ラグビー部とアメリカンフットボール部の比較分析 
 最後に、団体競技（計 55名）の中から、ラグビー部とアメリカンフットボール部に分類して分析
する。プレイヤー群のうち、ラグビー部は 25名、アメリカンフットボール（AF）部は 28名であった
（図 18参照）。 
 
図 18： 所属クラブ（ラグビー/AF）とプレイヤーのクロス表 
 
 
心理的競技能力の 12尺度に関する質問項目（全 36問）について、ラグビー部とアメリカンフッ
トボール部の回答内容を比較として、どちらのほうが肯定的な回答の率で上回っているかを分析
したところ、以下の図のとおりになった（図 19参照）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
プレイヤー
プレイヤー
ラグビー部 25 25
AF部 28 28
53 53
所属クラブ（ラグビー/AF） と プレイヤー のクロス表
度数
 
合計
所属クラブ（ラグビー/AF）
合計
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図 19： ラグビー部とアメリカンフットボール部の回答比較一覧 
 
 
 上記の図で示すとおり、網掛け（灰色）の部分はラグビー部がアメリカンフットボール部を上回っ
た質問項目、逆に白色部分はアメリカンフットボール部がラグビー部を上回った質問項目である。
また、こちらの比較についても、それぞれの質問項目について肯定的な回答を比較した際の傾
向を示すとともに、有意差検定のためカイ 2乗検定（5%の有意水準）を行い、その結果有意差が
認められたものに○印をつけている。 
 この結果から、ラグビーは積極性の項目に関してアメリカンフットボールよりも高い値が出てい
る。ただし、この中で有意差検定により有意差が認められるものはなかった。 
 一方、アメリカンフットボールは自己実現意欲、競争意欲、自信、予測力、判断力の項目に関し
てラグビーよりも高い値が出ている。このうち忍耐力の 1項目については有意差検定により有意
差が認められており、この能力についてはラグビーよりもアメリカンフットボールのほうが大きな影
響を与えている、ということが言える。 
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第 6 章 考察 
 
 本研究では、起業家の資質・特性に焦点を当て、スポーツクラブの経験がそれら起業家マイン
ドの醸成にどのような影響を与えるかについて研究を行った。本章では、先行研究から導き出さ
れた仮説を検証するために実施したアンケートの結果及び仮説の検証から、考察すべき点を述
べる。 
 まず、関西学院大学の体育会に所属する大学生へのアンケート調査により、心理的競技能力
の中で特に起業家に必要とされる能力と言える5項目（自信、積極性、競争意欲、自己実現意欲、
忍耐力）のうち 4 項目（積極性、競争意欲、自己実現意欲、忍耐力）については、比較的高い値
が出たことから、これらのマインドが醸成される上で、スポーツクラブの経験による影響の度合い
がが高いと言える、ということが分かった。ただし、残り 1 項目（自信）についてはアンケート結果
で高い値が出なかったことから、このマインドが醸成される上で、スポーツクラブの経験による影
響の度合いが高いとは言えず、その他の様々な経験、例えばスポーツを含めた日常生活の中で
の成功体験などが、マインドの醸成に与える影響が大きいのではないか、と推測される。 
 一方、アンケート調査の分析により、心理的競技能力のうち、起業家に必要とされる能力と言え
る 5項目（自信、積極性、競争意欲、自己実現意欲、忍耐力）以外では、「協調性」が比較的高い
値を示している。これは、体育会のクラブという組織の中で、団体競技や個人競技に関わらず、
一緒の目標に向かって努力する仲間がいるということが大きく影響している、と推測できる。本研
究において、この「協調性」は心理的競技能力のうち、特に起業家に必要とされる能力として挙
げられていない。しかし、石田（2005）で指摘されている起業家の成功要因の中には「人の縁」と
いうものがある。よって、「協調性」についても、そのマインドが醸成される上で、スポーツクラブの
経験による影響の度合いが高いと言える、ということを付け加えておく必要がある。 
 また、上記の検証に続いて、「先行研究から導き出した起業家マインド醸成の相関モデルは、
スポーツクラブの経験が起業家マインド醸成の要因になりうるということを表すものとして有用な
ものと言える。」という仮説についても検証することができた。これにより、起業家に関する必要な
要素とスポーツクラブの経験により養われる心理的競技能力の関係性について体系化すること
ができた。さらに、筆者自身が今後起業を目指す上で、これまでのスポーツクラブでの経験によ
っておそらく醸成されているであろう能力と、今後さらに醸成が必要になるであろう能力を知るこ
とができた。すなわち、「積極性」「競争意欲」「自己実現意欲」「忍耐力」に関してはスポーツクラ
ブの経験から既にある程度醸成されているが、「自信」についてはスポーツクラブの経験の中で
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醸成されていると言えない、と考えられる。よって、今後「自信」というマインドを様々な経験から
醸成させる必要があるということを気づかせてくれたという点で、本研究は非常に有意義なもの
である。 
 次に、アンケート結果をさらに細かく分析した内容について考察を述べる。 
 まず、団体競技と個人競技の比較においては、団体競技のほうが、起業家に必要とされる能力
と言える項目について高い値を示した。このことは、起業家に必要とされる能力を醸成させるた
めの一つの要素として、スポーツの中でも団体競技がより影響の度合いが高いということを示し
ている。 
例えば、個人競技のスポーツに関して、自分との闘いという意味では「忍耐力」が向上すると思
われるが、団体競技は“For the Team”の精神があることから、個人競技のスポーツ経験以上
に各選手の「忍耐力」が向上するのではないか、と推測できる。ただし、今回の対象者の所属が
接触を伴うスポーツ（ラグビー/アメリカンフットボール）であることが影響している可能性もある。 
また、団体競技はチームの中で役割が決められて行動する分、何事にも「積極性」が求められる
のではないか、と推測できる。個人競技においてもレベル向上のためには「積極性」を必要とする
と思われるが、「やる」「やらない」の意思決定や責任は個人に帰属することから、比較すると団
体競技のほうが上回ったと思われる。 
「自己実現意欲」や「競争意欲」、「自信」については、団体競技のほうが対戦相手だけではなくチ
ーム内のポジション争いなどにおいても常に競争が発生するため、その競争の中で醸成される
のではないか。ただし、今回のアンケート調査において、団体競技で回答を得ている多くは関西
学院大学のラグビー部やアメリカンフットボール部など、比較的競技レベルの高いチームである
ことが影響している可能性は否めない。 
残りの「予測力」については、団体競技のほうがスポーツの競技性として常に変化を伴うことから、
先読みする力が身に付くのではないか、と推測できる。 
一方で、「リラックス能力」、「集中力」、「判断力」、「協調性」については個人競技のほうが団体競
技を上回った。「リラックス能力」と「集中力」については、前述のとおり個人競技は自分との闘い
でもあるわけで、自分の気持ち・マインドをコントロールすることに長けているのではないか、と推
測される。 
ただし、「判断力」、「協調性」について個人競技のほうが団体競技を上回った理由は推測に苦慮
するところである。「判断力」については、団体競技のほうが競技中でも常に変化を伴い、その都
度判断を求められることから個人競技に比べると長けているのではないかと推測できるからであ
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る。また「協調性」についても、チームの仲間との協調性は自ずと必要性が増すわけで、これら 2
項目について個人競技のほうが高い値が出たことについては更なる研究が必要である。 
 そして最後に、ラグビーとアメリカンフットボールの比較においては、起業家に必要とされる能力
のうち、「積極性」についてはラグビーのほうがアメリカンフットボールに比べて高い値が出たもの
の、「自己実現意欲」、「競争意欲」、「自信」についてはアメリカンフットボールのほうがラグビーよ
りも高い値を示している。これは、関西学院大学のアメリカンフットボール部が、伝統的に日本一
を狙うクラブであり、そこに集まる選手たちがより高い「自己実現意欲」、「競争意欲」、「自信」を
持って入部しているからではないか、と推測する。 
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第 7 章 本研究の問題点と残された今後の課題 
 
 最後に、本研究の問題点と今後の課題について以下 5点を述べる。 
 第 1に、本研究において、アンケート調査の対象が関西学院大学の体育会に所属する大学生
のみであったため、それがバイアスとなっている可能性がある。この点については、より汎用的に
仮説を検証するためには他の大学でのアンケート調査を実施する必要がある。 
 第 2に、本研究において、起業家マインドの醸成にスポーツクラブの経験が有用な手段である
ことが実証されたが、起業家マインドの醸成に必ずしもスポーツクラブの経験がなければならな
いとは言えない。世の中の多くの起業家は、必ずしも全員がスポーツクラブの経験をしているわ
けではないからである。その意味においては、スポーツクラブの経験がない起業家に対して、起
業家に必要とされる能力がどこで醸成されたかをインタビュー調査する必要がある。 
 第3に、本研究において、スポーツクラブの経験が起業家マインドの醸成により大きな影響を与
えているということは分かったとはいえ、アンケート結果の中で高い値を示した大学生が必ずしも
起業家を目指すとは限らない。起業家マインドの醸成に影響する要素としてスポーツクラブの経
験を導き出しただけで、それらのマインドがあるからといって必ずしも起業家を目指すわけではな
いからである。この点については、今回アンケートに答えてくれた大学生が今後どのような仕事
に就くか、あるいは起業家が起業家を目指すきっかけとなったものが何なのか、を今後研究する
必要がある。 
 第4に、本研究において、実際にスポーツクラブの経験がある起業家にインタビューを実施する
ことができていない。今後の課題としては、それら起業家にインタビューを実施し、スポーツクラブ
の経験が自身の起業に何かしらの影響があったかどうかを調査することが必要であり、その調
査結果によって本研究の信憑性を高める必要がある。 
 第 5に、起業家に必要とされる能力のうち「自信」については、果たしてそれがどのような経験
によって醸成されるのかが疑問である。既に第 6章の考察で述べたとおり、「自信」についてはス
ポーツを含めた日常生活の中での成功体験などが大きな影響を与えるのではないか、と推測す
るが、その点を究明することも今後の研究課題としたい。 
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＜注釈＞ 
１） 中村学園大学流通科学部「起業家とベンチャー企業の成長に関する調査」研究グループが
2004年 11月～05年 2月にベンチャー経営者のアンケート調査を行い、165社から回答を得て
いる。この調査結果の概要は『流通科学研究』 Vol.5, No.1に別途掲載されている。 
 
２） 全回答者のうちマネージャーやトレーナーなどのスタッフ部門を除いたプレイヤー群を指す。 
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＜巻末資料（質問票）＞ 
アンケートご協力のお願い 
 
 本調査は、関西学院大学専門職大学院経営戦略研究科『課題研究（佐藤善信教授）』の実習のた
めに行う調査です。本調査において、ご回答いただく内容は学術的な利用を目的として統計的な処理
が行われますので、回答者個人が分析の対象となることはございません。またアンケート用紙は集計
後にプライバシーが守られるように破棄いたします。 
 ご多忙の中、誠に恐れ入りますが、是非とも調査にご協力くださいますようお願い申し上げます。 
 
＜本調査に関する問い合わせ先＞ 
関西学院大学専門職大学院経営戦略研究科  野中孝介 （e-mail: k-nonaka@kwansei.ac.jp） 
 
Ⅰ．次の設問について、あなたに最も近いと思われるところに○をつけてください。 
   あまり深く考えずに、ありのままで回答してください。 
           そう思わない   そう思う 
1.  身体的な苦痛や疲労には十分耐えることができる。    1   2   3   4   5 
2.  どちらかというと楽天的な性格である。            1   2   3   4   5 
3.  自分の可能性へ挑戦する気持ちで生活している。    1   2   3   4   5 
4.  大事なことになればなるほど闘志がわく。     1   2   3   4   5 
5.  たいていのことは自分の力で処理できると思う。    1   2   3   4   5 
6.  失敗を恐れず決断できる。      1   2   3   4   5 
7.  気持ちの切り替えが遅いほうである。     1   2   3   4   5 
8.  人前でも緊張せずに自分を表現できる。     1   2   3   4   5 
9.  大事なことになると周囲が気になり集中できない。    1   2   3   4   5 
10. 予測がうまく当たる。       1   2   3   4   5 
11. 変化に対して迅速にしかも自信をもって対応できる。    1   2   3   4   5 
12. 心の支えになってくれる友人知人がいる。     1   2   3   4   5 
13. 粘り強い。        1   2   3   4   5 
14. 人より進んでものごとを実行するタイプである。    1   2   3   4   5 
15. 成功の可能性があるならば恐れやためらいは感じない。   1   2   3   4   5 
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16. どんな場合でも自分の能力を発揮する自信がある。    1   2   3   4   5 
17. 大事な時に思い切った行動ができる。     1   2   3   4   5 
18. 苦しい場面でも冷静な判断ができる。     1   2   3   4   5 
19. 人と交流するのが好きである。      1   2   3   4   5 
20. 一度やろうと決めたことは簡単にはあきらめない。    1   2   3   4   5 
21. 失敗したり思い通りにいかなかったりしたら落ち込むほうだ。   1   2   3   4   5 
22. 目標達成のためには努力を惜しまないほうだ。    1   2   3   4   5 
23. 競争的なことでは内容よりも勝つことを第一にしている。   1   2   3   4   5 
24. 人に反対されても自分の目指したことの実現に向かう自信がある。 1   2   3   4   5 
25. 計画を素早く切り替えることができる。     1   2   3   4   5 
26. 心配事があると冷静さを失う。      1   2   3   4   5 
27. 緊張すると顔がこわばったり手足が震えたりする。    1   2   3   4   5 
28. 大事なことになると結果が気になって集中できない。    1   2   3   4   5 
29. 日常生活での自分の作戦はうまく的中する。     1   2   3   4   5 
31. 人に頼ったり頭を下げたりしたくない。     1   2   3   4   5 
32. 苦しい生活が続いても我慢できる。     1   2   3   4   5 
33. 自分は運が強いと思う。       1   2   3   4   5 
34. 負けず嫌いだ。       1   2   3   4   5 
35. 1から 10まで体制を整えてもらうほうがよい仕事ができると思う。  1   2   3   4   5 
36. 大事なところで的確な判断できる。      1   2   3   4   5 
37. 人と会うより独りでいるほうが好きだ。     1   2   3   4   5 
 
Ⅱ．あなた自身についてお尋ねします。 
  以下の設問について、あてはまるものに○をつけてください。 
1． あなたの性別は 
① 男  ② 女 
2． あなたの学年は 
① 大学 1回生 ② 大学 2回生 ③ 大学 3回生 ④ 大学 4回生 
3． あなたの所属する運動部は 
 （     ）部 
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4． あなたは所属する運動部で役職（例：主将・主務・リーダーetc.）が 
 ① ある（    ）  ② ない 
5． あなたは所属する運動部で 
 ① 中心選手であるし、なくてはならない存在だと思う。 
② 中心選手とは言えないが、チームに十分貢献している存在だと思う。 
③ 中心選手とは言えず、まだまだ実力が足りないと思う。 
6． そのスポーツを始めたのは 
 ① 幼稚園・保育園の時 ② 小学校低学年の時 ③ 小学校高学年の時 
 ④ 中学生の時  ⑤ 高校生の時  ⑥ 大学に入学してから 
7． あなたは高校生時代に運動部の所属経験が 
 ① ある（    ）  ② ない 
8． あなたは高校時代に所属していた運動部のレベルは 
 ① 全国大会上位レベル ② 全国大会出場レベル ③ 都道府県大会上位レベル 
 ④ 市区町村大会上位レベル⑤ その他 
9． あなたは高校時代に所属していた運動部で役職（例：主将・主務・リーダーetc.）が 
 ① あった（    ） ② なかった 
10． あなたは高校時代に所属していたクラブで 
 ① 中心選手であるし、なくてはならない存在だと思う。 
② 中心選手とは言えないが、チームに十分貢献している存在だと思う。 
③ 中心選手とは言えず、実力が足りなかったと思う。 
11． あなたは将来の仕事を 
 ① 決めている ② 決めていない ③その他（   ） 
12． 12．で「決めている」とお答えいただいた方は、具体的にどのような業界・業種でのお仕事を 
 お考えなのか教えてください。（差し支えのない範囲で結構です。） 
 （         ） 
 
 
質問は以上です。ご協力ありがとうございました。 
 
